
編
集
後
記
に
か
え
て

主主「
I司

木

主当と
丘三L

戊

こ
の
一
年
の
聞
に
世
界
情
勢
は
大
き
く
転
回
し
た
。
東
側
と
呼
ば
れ
た
国
々

の
民
主
的
な
内
部
変
革
に
よ
っ
て
、
急
テ
シ
ポ
に
対
立
の
構
造
が
溶
解
し
、
長

い
緊
張
が
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
半
世
紀
も
の
問
、
人
類
を
呪
縛
し

続
け
て
き
た
も
の
は
一
体
何
だ
っ
た
か
。
人
類
の
幸
福
の
た
め
に
生
ま
れ
た
宗

教
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
悪
と
は
い
え
な
い
。
お
そ
ら
く
、
人
聞
を
分
断
し
、
不

信
に
陥
れ
る
も
の
は
個
々
の
人
間
性
を
圧
殺
す
る
非
人
間
的
な
力
の
支
配
で
あ

る
こ
と
を
最
近
の
出
来
事
は
教
え
て
い
る
。

東
ア
ジ
ア
に
は
、
ま
だ
不
安
定
な
要
素
が
残
り
、
繁
栄
の
中
の
日
本
と
て
底

辺
の
現
実
を
見
れ
ば
、
決
し
て
問
題
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
問
題
の

構
造
が
明
ら
か
に
な
り
、
解
決
の
糸
口
が
見
え
始
め
、
世
界
が
有
機
的
に
つ
な

が
り
な
が
ら
変
動
を
開
始
し
た
の
だ
と
い
う
感
触
が
あ
る
。

こ
う
し
た
普
遍
的
な
人
間
性
へ
の
い
わ
ば
連
帯
感
は
、
単
に
ポ
リ
テ
イ
カ
ル

な
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
化
・
芸
術
・
学
聞
に
も
当
然
、
波
及
す
る
は
ず
で

あ
る
。
国
際
的
な
文
化
交
流
が
更
に
活
発
化
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
よ
る

研
究
の
飛
躍
的
な
進
展
が
促
さ
れ
得
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
不
透
明
感

を
増
し
て
い
た
芸
術
の
世
界
に
も
必
ず
や
新
し
い
動
き
が
出
て
こ
よ
う
。

広
島
芸
術
学
研
究
会
も
誕
生
し
て
は
や
三
年
が
経
過
、
会
員
数
百
二
十
余
名

と
増
え
、
年
間
報
告
に
も
あ
る
よ
う
に
活
動
も
充
実
の
度
を
加
え
て
い
る
。
秋

に
は
広
島
で
美
学
会
全
国
大
会
も
開
催
さ
れ
る
。
芸
術
研
究
の
「
ア
ゴ
ラ
」
た

る
(
金
田
代
表
)
本
会
へ
の
一
層
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
よ
う
。

こ
こ
に
、
年
報
(
塞
術
研
究
)
第
三
号
を
刊
行
し
ま
す
。
美
術
・
ス
ポ
ー
ツ

美
学
・
音
楽
と
多
分
野
に
わ
た
る
四
氏
の
論
文
は
例
会
で
の
研
究
発
表
を
中
心

と
す
る
成
果
を
踏
ま
え
た
も
の
で
す
。
会
員
諸
氏
の
感
想
や
意
見
、
投
稿
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
(
た
か
ぎ
・
し
げ
の
り
比
治
山
女
子
短
期
大
学
)

本
号
掲
載
論
文
中
、
野
村
、
樋
口
、
伴
谷
、
三
氏
の
論
文
は
、
本
研
究
会
大
会
に

於
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
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